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１．策定の目的 

先に開催された、パリ 202４パリオリンピック・パラリンピック競技大会において、日本人選手が活躍し

たことで、スケートボードが注目を集めました。その影響もあり、スケーターが増加しており、全国的にも

自治体等によるスケートボードパーク整備の実績が増えてきています。 

本市においては、“市民ひとり１スポーツ”を基本目標に掲げ、20２４年３月に「第４次小山市スポーツ

推進基本計画」を策定し、スポーツの推進等を図り、スポーツを通じて健康と活力を育み、生き生きと生

活し交流できるまちの実現を目指し、生涯スポーツ活動の推進、地域スポーツの振興、スポーツ施設の

充実・適切な管理運営などに取り組んでいます。スポーツ活動の推進を通じて、市政１００周年を迎える２

０５４年に本市のあるべき姿を描く「田園環境都市おやまビジョン」が目指す「全ての市民が快適に暮らし、

住みやすい、住み続けたいと感じられるウェルビーイングの実現」に向け、寄与しようとするものです。 

しかしながら本市では、専用のスケートボードパークが整備されていないため、他自治体同様、公共の

道路や歩道、公園、駐車場などでスケートボードに乗る行為の増加により、歩行者への接触の危険性、

騒音等による周辺住民へのストレス、設備等の損傷など、一部のプレーヤーの迷惑行為が問題となって

います。スケートボード愛好家からは、スケートボードパーク設置を求める意見が寄せられており、公共

スペースの適正管理や安全確保、周辺住民への迷惑防止の観点からも、適切な場所にその受け皿とし

て専用スペースを設ける必要があります。 

また、本市では、２０２３年に実施した小中学生を対象とした市民アンケートから、今後やってみたいス

ポーツとしてスケートボードを選択した子どもが 15.9%と一定割合おり、高い需要が見込まれるスポー

ツです。スケートボードは専用のスペースがあれば子どもから大人まで手軽に楽しめるスポーツであり、

また、世代間交流が図れる場所として、市民ひとり１スポーツを推進するためにも市としてスケートボード

パークの整備を進める必要があります。 

本市では、2022年 11月、小山総合公園第３駐車場の一部を活用し、無料で利用できる「仮設スケー

トボード専用スペース（約900㎡）」をオープンしました。既存の仮設スペースは、駐車場を利用している

ため、路面状態が不安定であること、照明が暗いため日中の利用に限られてしまう、といった現状があり

ます。 

そのため、安全に安心して利用できる施設とするために、「仮設スケートボードスペース」の利用状況

や愛好家などからのヒアリング等による意見を踏まえ、2024 年３月に「小山市スケートボードパーク基

本構想」を策定しました。同構想を踏まえ、子どもから大人まで多くの人が楽しみ集える場所として、気

軽に幅広い世代で利用でき、市民だけでなく広域から利用者が集まる施設整備を目指して、より詳細な

計画を立てることを目的に、「小山市スケートボード場整備基本計画」を策定します。 
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２．上位計画・関連計画との関係 

長期的市政運営の指針である「田園環境都市おやまビジョン」、上位関連計画として、「スポーツ基本計

画」（スポーツ庁）、「第８次小山市総合計画」、「第４次小山市スポーツ推進基本計画」、「小山市国土強靱

化地域計画」、「小山市都市と緑のマスタープラン」、「小山市立地適正化計画」、「第３次小山市環境基本

計画」、「小山市景観計画」、「国土利用計画小山市計画」、「小山市公共施設等総合管理計画」、「小山市

公共施設等マネジメント推進計画」等が挙げられます。 

特に関わりが深い計画は以下のとおりです。 

 

（１） 第 8次小山市総合計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：第 8次小山市総合計画 まちづくりの基本目標】 
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（２） 第４次小山市スポーツ推進基本計画 

「実施しているスポーツと希望するスポーツ（小学生・中学生上位１０種目）」 

 

【出典：第４次小山市スポーツ推進基本計画 市民のスポーツに関する意識・行動】 
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「スポーツ施設の充実と既存施設の有効活用」 

 

【出典：第４次小山市スポーツ推進基本計画 スポーツ施設の充実・適切な管理運営】 
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（３） 小山市都市と緑のマスタープラン 

「機能別の配置方針および方針図」 

【出典：小山市都市と緑のマスタープラン みどりの配置方針(機能別および総合的な配置方針)】 

    

（４） 国土利用計画小山市計画 

「市土の利用に関する基本構想」 

 

【出典：国土利用計画小山市計画 「利用区分ごとの市土利用の基本方向」及び「土地利用構想図」】  
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３．基礎データ及び条件整理 

（１） 小山市及び周辺自治体のスケートボードパーク 

No 施設名 所在地 施設内容・備考

1 小山総合公園(仮設) 外城371-1
公営　９００㎡
セクション：ボックス・レール・バンク・アール

2 思川緑地(多目的広場) 大行寺1108-34
公営　６００㎡
セクション：持込自由、使用後持ち帰り

3 OSSYスケートパーク 神鳥谷242
民営　１００㎡
セクション：ボックス・アール・ランプ・スパイン

4 BQ-STORE 天神町2-4-5
民営　１０㎡
セクション：ランプ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設位置図 

 

小山総合公園(仮設スケートボードスペース) 思川緑地 



7 

（２） 市内既存スケートボード場の利用状況 

令和４年１１月にオープンした仮設スケートボードスペースの各年度利用人数は、以下の表のとおり

です。 

市内には公共のスケートボード場が思川緑地にもあり、若い世代を中心に一定の利用者が存在す

ると思われます。 

仮設スケートボードスペースの月別では 8・９月の夏季期間は利用人数が減少し、スケートボードイ

ベントを開催した３月の利用人数は増加しています。 

 

図.各年度 仮設スケートボードスペース利用人数（単位：人）  

 

【出典：小山市教育委員会所有データより】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年度 利用者数

令和4年度（11/16～3/31） 893

令和5年度（4/1～3/31） 1,944

令和6年度（4/1～3/31） 2,465

月 利用者数 月 利用者数 月 利用者数

4月 4月 189 4月 263

5月 5月 153 5月 237

6月 6月 120 6月 141

7月 7月 129 7月 123

8月 8月 116 8月 204

9月 9月 105 9月 170

10月 10月 129 10月 177

11月 68 11月 147 11月 162

12月 175 12月 120 12月 186

1月 237 1月 155 1月 276

2月 202 2月 195 2月 234

3月 211 3月 386 3月 292

年計 893 年計 1,944 年計 2,465

令和4年度 令和5年度 令和6年度

各年度の月別利用者数
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（３） スケートボード場の需要 

１） 需要検討 

市内人口（年齢別人口統計 202４年 3月 1日時点）やスケートボード推計利用人数（日本スケー

トパーク協会）を用いて市内愛好者人口の推定値(人)を算出したところ、１,6００人となりました。 

また、「スケートボード研究(1)」（日本マネジメント総合研究所合同会社）において、スケーターへ

のアンケートを行ったところでは、1 時間未満の移動圏域であれば利用するとの回答が 90％以上

であり、今回のスケートボードパークが供用された場合、市外からの利用も考えられます。 

第４次小山市スポーツ推進基本計画では、小中学生の希望するスポーツとして上位１０種目にス

ケートボードが選ばれています。一方で、実施しているスポーツ上位１０種目には選ばれておらず、

希望するスポーツから実施しているスポーツを引いた割合が大きいことから、意欲はあっても実施

する環境が少なく、潜在的な愛好者人口に留まり、需要を満たしきれていない現状があるものと思

われます。 

 

２） ヒアリング 

令和６年５月に有識者として市内スケートボードショップや市内スケートボードスクールの代表者

等に、現在のスケートボード愛好者の利用実態やスケートボード場要望のヒアリングを行いました。 

 

（スケートボード場について） 

・ 需要に対して専用のスケーボード場の数が足りない。子どもから大人まで自由に練習できる場

所として新設するのであれば積極的な利用が期待できる。 

・ 大きな公園の一部に、ある程度の大きさのパークを一箇所と駅付近に規模は小さくても良いの

で専用のスペースが一箇所あれば多くの愛好者が利用すると思う。 

・ 仕事が終わった後に楽しみたい愛好者もいるため、照明付きのスケートボード場が整備される

と嬉しい。 

・ スケートボードだけでなく、BMXも楽しめる施設を整備してほしい。 

 

（駐車場・駐輪場について） 

・ スケートボード場への交通手段は個々人のマイカーを利用したものか自転車が多い。大規模な

駐車場や駐輪場は不要だが、近くにあると良い。 

・ 大きな公園の一部に整備するパークについては、広域利用を想定して駐車スペースを確保して

ほしい。 
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（セクションについて） 

・ 規模が 2,000㎡程度の大きさのパークについては、置き型セクションに加え、コンクリートセク

ションもあると中級レベルの愛好者も楽しめるパークになると思う。 

・ 駅付近の規模が小さいスペースについては、置き型セクションでマニュアルパッドのようなセク

ションがあるだけでも十分楽しめると思う。 

 

４．整備の基本的な考え方 

（１） 新たなスケートボード場の位置づけ 

検討の結果、既存の市のスケートボードスペースは、質の面でも量の面でも十分とは言えない現状

がありますが、一方で上位計画である「小山市公共施設等総合管理計画」では、公共建築物の新規整

備の抑制等を図るという対応方針が示されていることも踏まえる必要があります。 

これから進めていく市のスケートボード場整備は、既存の市のスケートボードスペースが市民のス

ケートボード需要に十分に応えられていないことから、誰もが安心して安全に使用できる施設を整備

することを目標とします。 

その上で、今後の更なるスケートボード競技の普及や盛り上がりによる競技人口の変化や、少子化

や人口減少等の要因による環境の変化に合わせて、施設整備の改修及び新規施設の整備を検討す

るものとします。 

 

（２） 既存施設の役割 

【思川緑地のスケートボードスペース】 

駐車場が十分確保され、小山駅や白鷗大学からも比較的近距離にあり、中心市街地からのアク

セス性の良いスケートボードスペース。 

⇒地域若年層を中心としたスポーツ空間 

※ 大雨や川の増水により被害を受けると長期間使用できなくなるおそれあり 

 

【仮設スケートボードスペース】 

小山総合公園に隣接し駐車場も十分確保され、セクションの利用も可能なスケートボードスペー

ス。駅前の滑走者の受け皿としての役割を担う。 

⇒小山総合公園と連携し老若男女が利用できるスポーツ空間 

※ 拠点となるスケートボード場整備後は、利用状況を見ながら存続を検討する。駅付近に常設の

専用スペースを整備後は廃止する。 
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【新たに整備するスケートボード場】 

愛好者や多くの市民が気軽に利用できる候補地に整備し、駅付近の滑走者の受け皿となり交通

手段のない市民も楽しめる候補地選定作業を継続する 

⇒有効活用が可能な公園である「小山運動公園」への整備を実施し、駅周辺の整備につきまして

は今後状況を確認しながら検討を進めるものとします。 

（３） 整備候補地の検討 

１） 愛好者や多くの市民が気軽に利用できる候補地 
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２） 駅付近の滑走者の受け皿となり交通手段のない市民も楽しめる候補地 

   駅付近におけるスケートボード滑走の現状は、騒音や危険な滑走、道路構造物の破損等のほ

か、地域住民に不安や恐怖等を与える等、ルールやマナーを守らない滑走者と地域住民の隔たり

は大きくなっています。このため、スケートボードスペースを駅付近において整備しようと、駅東公

園や城東公園、小山駅付近の商業施設内等、様々な候補地を検討してまいりましたが、騒音や施

設老朽化等の問題により、候補地の選定ができない状況です。また、令和６年３月に策定した小

山市スケートボードパーク基本構想において、駅付近の候補地として選定した城山公園下の河川

敷(思川左岸)については、整備に向けてより詳細な検討を行った結果、増水時にセクションや照

明の撤去が非常に困難であり、近年、ゲリラ豪雨や線状降水帯の影響による増水が頻繁に起き

ていることを考慮し、河川敷である当該地への整備を断念することとしました。 

   こうした中、駅付近の滑走者の受け皿となり交通手段のない市民も楽しめる候補地として、地

元商店街からの有効活用の要望があり、改札の閉鎖に伴い通行人が減少した小山駅南側自由

通路に着目しました。令和６年９月及び１０月の２日間、社会実験としてスケートボードスペースを

設置したところ、スケートボード愛好者からは、路面の滑りが良い、スケートボードスペースがある

ことがありがたい、駅に近いので利用しやすいとの意見をいただくことができました。一方、配慮

するべき点としては、通行人の安全確保や周辺への騒音、窓ガラス等の破損対策を確実に行うこ

と等があげられます。今回、小山駅南側自由通路にスペースを設置する計画案に対し、周辺住民

等からいただいた意見等を踏まえ、小山駅南側自由通路にスペースを設置することは難しいと判

断しました。 

 駅周辺の整備につきましては今後状況を確認しながら検討を進めるものとします。 
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５．整備計画概要 

（１） 計画地 

新たなスケートボード場の整備予定地は、1１頁・1２頁「整備候補地の検討」において検討した結果、

小山運動公園を候補地として検討します。小山運動公園については、基本構想においても候補地に

ついて視点の整理が行われており、愛好者や多くの市民が気軽に利用できる候補地として、新４号国

道から距離も近くアクセス性のよい立地であり、十分な駐車台数の確保が可能、公共のトイレが整備

されていること等利点を活かせることが理由です。 

また、駅付近の滑走者の受け皿となり交通手段のない市民も楽しめる候補地については、引き続き

選定作業を継続していきます。 

なお、計画地において、既存スケートボードスペースと連携した本市スケートボード拠点の形成を目

指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小山運動公園 

整備予定地 
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・小山運動公園 

小山市大字向野１８７  敷地面積：２，０００㎡  

用途地域：無指定（市街化調整区域） 現況：駐車場(砂利) 

 

（２） 敷地分析 

計画における法令規制及びその対応について、以下のとおり整理します。 

・小山運動公園 

① 都市公園法、小山市都市公園条例 

対象 条件 

建蔽率 運動施設 敷地の 10％(２００,２４９*0.1=20,0２４.９８㎡) 

運動施設以外 敷地の 2％(200,249*0.02=4,004.９８㎡) 

運動施設の敷地の割合 敷地の 50％(２００,2４９*0.5=1００,1２４.5０㎡) 

        ※設置や管理について、スケートボード場設置条例を制定する必要があります 

② 建築基準法 

対象 条件 

建蔽率 敷地の 60％(２００,2４９*0.6=１２０,１４９.４㎡) 

容積率 敷地の 200％(２００,２４９*2.0=４００,４９８.0㎡) 

建築物の高さ制限 道路斜線、隣地斜線、日影規制 

 

③ 都市計画法 

市街化調整区域の公園に該当しますので、0.3ha以上の宅地開発等にあたらないため、事

前協議を必要としません。その他、雨水排水について、関係機関との調整を要します。 

 

④ 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフリー法） 

バリアフリー新法、関連した公共交通移動円滑化基準に従い、歩道や勾配、高低差の設定を

行うことで、ユニバーサルデザインの考え方に配慮した施設とします。 

 

⑤ 小山市地区計画条例、小山市地区まちづくり条例等 

計画地は、地区計画条例、地区まちづくり計画または整備計画が策定された区域には該当し

ません。 
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（３） 計画概要 

・小山運動公園 

① パークの寸法、配置 

小山運動公園第６駐車場の西側部分に、２,０００㎡のパークを配置します。 

 

② パークの舗装 

モルタル式コンクリート舗装とします。周囲への騒音に配慮し、騒音防止効果の高いコンクリー

トを使用します。 

 

③ 駐車場・駐輪場 

小山運動公園の既存駐車場及び駐輪場を使用します。第６駐車場のスケートパーク部分以外

は引き続き駐車場の用途となります。 

 

④ 付帯施設 

ⅰ）セクション 

コースの変更が容易で流行に対応しやすい

置き型セクションとコンクリートセクションを組

み合わせて設置します。詳細は２0頁の計画

図に記載します。なお、スケートボードに加え、

BMXも利用できるセクションを設置します。 

 

ⅱ）フェンス 

スケートボード等が外に出ることがないように、フェンスを設置し

ます。なお、利用者がプレー中に衝突した際の衝撃を和らげる素材

を使用します。また、南西側に関しては騒音対策として、遮音フェン

スを設置します。 

事例において、屋外コンクリート系舗装における滑走は最大で

66.5dbの音が計測されていますが、遮音フェンスは 20db程度の

軽減機能があるとされておりますので、フェンスを設置した場合、敷

地外では 46.5db となります。「騒音に係る環境基準」では 60～65db以上が騒音とされて

おりますので、その基準値以下とすることが可能です。 
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⑤ 雨水排水施設 

計画地はハザードマップにおける家屋

倒壊等氾濫想定区域外となります。砕

石舗装からコンクリート舗装に再整備す

るにあたり、雨水の流出が懸念されるた

め浸透施設を見込むなどして抑制する

と共に、雨水排水方法を関係機関と協議のうえ決定します 

 

⑥ 照明設備 

夜間利用可能施設として整備します。照明設備はスポーツ照明の設置基準に準じ、運動競技

区分をⅢ相当として平均照度１00lxを満たすものとします。 

 

照度分布図 

 

 

⑦ サインその他の付帯施設 

園名板や案内板、施設配置図など利用者を誘導し利便性を高めるサインや時計などを適宜設

置する計画とします。 

 

 

 

例)浸透施設 
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（４） 計画図 

・小山運動公園計画図 

初心者から中級レベルの愛好家が楽しめるセクションとして、コンクリートセクションのボウルや置

き型セクションのレール、マニュアルパッド等を設置します。パーク東を出入口とし、フェンス及び照

明を設置します。 

   

出入口

CO

AS
AS

神社支右9/左7/24
向野567

第6駐車場
小山運動公園

丸パイプレール

クォーターランプ

カーブボックス

マニュアルパッド

角パイプレール

カーブボックス

メ
ッ
シ
ュ
フ

ェ
ン
ス

メ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ン
ス
・
側
溝

遮
音
フ
ェ
ン
ス
・
側
溝

メッシュフェンス・側溝

夜間照明

夜間照明
地
下
浸
透
施
設

出入口

利用案内サイン

スラッピー

コンクリートセクション

ボウル
4500×9000

休
憩
施
設

クォーターランプ

クォーターランプ

バンクtoバンク

コンクリートセクション

コンクリートセクション

コンクリートセクション

門
扉
 
N
=
1
基
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６．工事費及び資金計画 

本計画の概算工事費を算出すると、小山運動公園の全体工事費は 217,327,000円(税込)となりま

す。 

 

本事業に利用可能な交付金として、「社会資本整備総合交付金」や「新しい地方経済・生活環境創生

交付金（第２世代交付金）」等の活用を想定しています。補助率は 1/2 となり、交付金を受けた場合の市

の負担は、約 1.1億円となる見込みです。 

また、独立行政法人日本スポーツ振興センターが展開している公共スポーツ施設整備の主な助成制

度として、「地域スポーツ施設整備助成」が挙げられますが、スポーツ施設の整備を対象とする国の補助

金又は交付金を活用しようとする事業は対象外となります。 

資金計画については、整備手法及び管理運営手法とも関連が深いことから、民間活力導入可能性や

ランニングコストの面も含めて、費用対効果や市の負担の縮減を念頭に引き続き検討を継続するものと

します。 

 

７．スケジュール 

計画地において整備を進めていくにあたり必要となる各種関係機関との協議や所要の手続きに要す

る期間を見込み、以下のスケジュールを想定しています。 

 

・小山運動公園 

年 度 内   容 

令和 7年度 ・ 基本設計・実施設計 

令和 8年度 
・ 整備工事 

・ 開業準備 

令和 9年度 ・ オープン 

 


